
陳情第 56号

2012年 10月 16日

大仙市議会
議長 鎌田 正 様

秋田県労働組合総連合

議  長  佐 々 木

秋田県社会保障推進協言

会   長  渡 辺

年金引き下げの中止を求める陳情書

【陳情趣旨】

第 180国会は、消費税増税は決定したものの、年金特例水準の解消とデフレ下のマクロ
経済スライド導入は棚上げとなりました。しかし政府は、秋の臨時国会か通常国会で通過
させようと目論でいます。年金生活者の生活は決して楽なものではありません。
昨年度実施された年金 0。4%減 による秋田県の減額は実績 (支給総額 3963億 円)で 16

億円に達しました。特例水準解消 (3年で2.5%減)が 実施されると、県全体の減額は最初
のO。9%減 で36億円、3年 の2.5%減では 100億円に達します。さらにデフレ下のマクロ
経済スライドが実施されると毎年0。9%減 で86億 円づつ減額され続けることとなりますぉ
今でさえ容易でない年金受給者の生活は年金減額や消費税増税で破壊されてしまいます。
県経済に及ぼす影響も計り知れません。このような計画は止めてもらわなければなりませ
ん。         ィ

地方自治法第99条の規定により、国の関係機関へ意見書を提出いただくよう陳情致しま
す。

【陳情項目】

に)生存権をおびやかし、さらなる減額に道を開く年金2.5%の引き下げを止めること。
12)年金の一層の引き下げをすすめる「マクロ経済スライド」を廃止すること。支給開始年
齢の引き上げなど、年金制度の改悪を断念すること。
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